平成1２年度　前期試験[ 情報処理Ⅰ]問題　担当教員（赤木）持込（許可・禁止）　　　
問題１ 下図はＪＩＳ規格のキーボードである。

１）空欄に　英文字記号、数字を入れなさい。(40)
	

	
	半角/全角

漢字
	１


	２


	３


	４


	５


	６


	７
	８
	９
	０
	－
	＾
	￥
	Back Space
	
	Insert
	Home
	Page Up

	
	Tab
	Ｑ
	Ｗ
	Ｅ
	Ｒ
	Ｔ
	Ｙ
	Ｕ
	Ｉ
	Ｏ
	Ｐ
	＠
	［
	 Enter
	
	Delete
	End
	Page Down

	
	Caps Lock
	Ａ
	Ｓ
	Ｄ
	Ｆ
	Ｇ
	Ｈ
	Ｊ
	Ｋ
	Ｌ
	；
	：
	］
	←┛
	

	
	↑Shift
	Ｚ
	Ｘ
	Ｃ
	Ｖ
	Ｂ
	Ｎ
	Ｍ
	，
	．
	／
	＿
	 ↑Shift
	
	 ↑
	

	
	Ctrl
	窓
	Alt
	無変換
	 SPACE
	変換
	カタカナ
	Alt
	窓
	罫
	Ctrl
	
	 ←
	 ↓
	 →

	


２）次の各キーの働きを説明しなさい。(16)
Back space                                     　　　Insert
カーソルを一つ目に戻してその文字を消去する。　　　　　　　　　　　　挿入モードと上書きモードの切り替え。
Delete                                         　　　Enter
カーソルのある位置の文字を消去する。　　　　　　　　　　　　　　　　入力とか、改行とか、確定をする。
CapsLock                                      　　　Shift
Shiftの操作を固定し、大文字ばかり打つようにする。　　大文字を打つときに、このキーを押して打つ。
そのモードをはずすときもこれを押す。
Alt + 漢字                                     　　　Ctrl ＋ Alt ＋ Delete
漢字モードとアルファベットモードを切り替える。　　　実行中のプログラムを強制終了する。
３）ホームポジションについて説明しなさい。     　　　　４）タッチタイピングとはどういう事ですか。
指との対応についても述べなさい。(3) 　     　     　　　簡単に説明しなさい。（3）
キーボード上で常に指を置いておくキーの位置のこと。　　　　　　　ホームポジションから使うキーの位置関係を判断して
左人差し指がF、中指がD、薬指がS.、小指がA　　　　　　　　　　　キーボードを見ないで打つこと。ブラインドタッチともいう。
右人差し指がJ、中指がK、薬指がL、小指が；で
親指はSpace Bar上に置く。
問題２　マウス操作について説明しなさい。(10)

point(ポイント)                             　click(クリック)          　　　  double-click(ダブルクリック)

マウスのポインターを動かして対象物へ　　　　マウスのボタンを1回押すこと。　　マウスのボタンを2回続けて押すこと。
あわせること。
drag(ドラッグ)                                          　　      drag&drop(ドラグンドロップ)

マウスのボタンを押したままマウスを動かすこと　　　　　　　　　　　マウスのボタンを押したまま、ポインターを動かして目的地まで運びボタンを離すこと。
問題３　パソコンの利用に関する次の記述中の［        ］を下記の参考となる語群の中から適切な用語を選んで埋めなさい。（28）
　ネットワークの時代では、外部の[WWW]サーバーからブラウジングにより各種データを簡単に得ることができる。そのとき例えば[Internet　Explore]のようなアプリケーションソフトウェアを使用する。

　対個人間のやり取りは手紙とか電話の代わりに[E-mail]で行う。そのとき例えば[Outlook　Express]のようなソフトウェアを使用する。皆さんの[Address]は、s学籍番号＠ws.ipc.fit.ac.jp である。

　文書の作成には例えば[Word]を使用する。これは、Microsoft社のワードプロセッシングを行うプログラムである。

また各種の計算にはMicrosoft社の[Excel](以後、**で示す)が便利である。**の立ち上げ方は次の通りである。ｽﾀｰﾄ　を左クリックし、プルアップメニューから、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(P)を選び、Microsoft Office　Microsoft ****を選び、左クリックすると、****が立ち上がり、新しいワークシートが開く。以前、使用したファイルを修正する場合は、ﾌｧｲﾙ(F)メニューから、開くを選び、編集したいファイルを探し出して、開く。

次にデータをキー入力し、それらの合計、平均、分散、標準偏差などを求める。使用する関数は、合計が =［ SUM           ］(データの最初のセル番号：最後のセル番号)、 平均が =［  AVERAGE     　　］(データの最初のセル番号：最後のセル番号)、 分散が =［  VAR          　］(データの最初のセル番号：最後のセル番号)、標準偏差が =［  STDEV        ］(データの最初のセル番号：最後のセル番号)である。変動係数は、平均に対する標準偏差の値で、（標準偏差）／（平均）で求める。

ここで、セルとはデータが格納されているワークシート上の場所で、英字で示された［Column］と数字で示された［  Row］の組合わせで示す。従って、１行１列のセル番号は[ A１]である。
参考となる語群：Address,  AVERAGE,  A1,  Column,  E-mail,  Excel,  Internet Explorer,  Outlook Express,  Row,  STDEV,  SUM,  VAR,  WORD,  WWW 

